
卒
後
研
修
担
当
理
事　

片　

岡　

晃　

哉

　　

平
成
16
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
新
卒
後
研
修
制
度
も
10
年
以
上
経
過
し
、

こ
の
制
度
の
中
で
育
っ
た
医
師
の
開
業
が
北
区
内
で
も
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

北
区
医
師
会
で
は
、
府
医
で
指
導
医
と
研
修
医
の
交
歓
会
が
開
か
れ
た

こ
と
を
参
考
に
、
平
成
19
年
度
に
第
１
回
「
交
歓
会
」
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
と
て
も
有
意
義
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
降
「
交
流
会
」
と
名
を

変
え
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　　

今
回
は
、
平
成
29
年
10
月
21
日
（
土
）
に
北
区
神
山
町
の
山
西
福
祉
記

念
会
館
で
北
区
内
の
臨
床
研
修
指
定
病
院
（
北
野
病
院
、
済
生
会
中
津
病

院
、
住
友
病
院
）
の
指
導
医
と
研
修
医
、
北
区
内
の
地
域
医
療
研
修
に
参

加
し
て
い
る
診
療
所
の
指
導
医
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
交
流
会
」
に
先
立
ち
、
第
１
３
８
回
学
術
講
演
会
と
し
て
、
住
友
病

院
特
別
顧
問
宇
高
不
可
思
先
生
（
前
住
友
病
院
神
経
内
科
部
長
、
副
院

長
）
に
よ
る
『
文
化
と
神
経
学

－

仏
像
を
診
る
～
バ
ビ
ン
ス
キ
ー
の
あ
し

ゆ
び
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
姿
勢
か
ら
現
代
の
医
療
危
機
に
至
る
ま
で
～
』

と
題
し
て
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
前
か
ら
宇
高
先
生
が
仏

像
に
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
非
売
品
で
す
が
コ
ラ
ム
を
ま
と
め

て
一
冊
の
本
に
さ
れ
て
い
た
の
を
知
っ
て
お
り
、
特
に
研
修
医
を
含
め
た

「
交
流
会
」
で
是
非
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

内
容
は
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で
、
仏
像
の
姿
を
神
経
内
科
で
診
る
反

射
、
形
相
か
ら
診
る
交
感
神
経
系
の
所
見
、
さ
ら
に
は
赤
鬼
青
鬼
を
人
の

死
後
の
変
化
と
し
て
捉
え
る
な
ど
、
次
か
ら
次
へ
と
目
が
離
せ
な
い
内
容

で
し
た
。
し
か
も
全
国
の
寺
社
へ
実
際
に
行
か
れ
、
実
物
を
見
た
う
え
で

の
観
察
力
は
す
ご
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
後
、
同
じ
施
設
内
で
場
所
を
移
し
て
「
交
流
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
立
食
形
式
で
、
各
病
院
の
研
修
医
よ
り
地
域
医
療
研
修
に
関
し

て
の
発
表
に
続
き
指
導
医
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
で
会
話
が
弾
み
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
の
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

閉
会
の
時
に
な
っ
て
お
手
伝
い
た
だ
い
た
北
区
医
師
会
の
事
務
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
が
何
も
食
べ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。ご
め
ん
な
さ
い
。

　

今
回
も
有
意
義
な
会
で
し
た
の
で
、
で
き
る
限
り
こ
の
会
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
済
生
会
中
津
病
院
も
北
区
内
の
診
療
所
で

の
研
修
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
北
区
内
の
診
療
所

の
先
生
方
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

る
ー
む
301　

シ
リ
ー
ズ
１

卒

後

研

修

委

員

会



　

平
成
29
年
７
月
10
日
（
月
）
に
大
阪
府
医
主
催
の
大
阪
府
臨
床
研
修
制

度
推
進
委
員
会
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
委
員
会
は
府
医
師
会
担
当
副
会

長
、
大
阪
府
内
の
大
学
の
卒
後
研
修
セ
ン
タ
ー
長
５
名
、
臨
床
教
育
病
院

責
任
者
（
院
長
ま
た
は
理
事
長
）
４
名
、
診
療
所
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ

て
お
り
、
内
容
は
大
阪
府
医
師
会
「
指
導
医
の
た
め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
に
関
す
る
も
の
が
主
で
す
。
診
療
所
か
ら
は
以
前
は
２
名
で
し
た

が
、
現
在
は
私
１
人
で
す
。
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
一
泊
二
日
で
原
則

ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
以
前
（
土
）
（
日
）
の
開
催

で
は
診
療
所
の
医
師
は
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
こ
と
を
申
し
出
て
、
日

曜
、
祝
日
を
使
っ
て
開
催
し
て
い
た
だ
き
多
く
の
診
療
所
の
医
師
が
参
加

で
き
ま
し
た
。
逆
に
大
学
か
ら
は
平
日
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
コ
メ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
。

　

「
指
導
医
の
た
め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
は
、
北
区
内
の
医
師

会
員
（
病
院
の
勤
務
医
も
含
む
）
に
は
北
区
医
師
会
か
ら
参
加
費
の
半
額

を
補
助
し
て
お
り
ま
す
の
で
こ
ち
ら
に
も
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　　

私
事
で
す
が
、
平
成
30
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
現
在
勤
務
し
て
い
る
診

療
所
の
院
長
を
辞
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
２
年
前
か
ら
の
私
の
希
望

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
引
き
続
き
同
じ
診
療
所
で
勤
務
し
、
北
区
医
師
会

の
Ｂ
会
員
と
し
て
続
け
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
許
さ
れ
る
な
ら
卒
後
研
修
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
会
員
の
先
生
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

当
日
の
出
席
者
（
医
師　

敬
称
略
）

　

北
区
医
師
会
長　

…　

波
多
野
泉
（
ハ
タ
ノ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　

研

修

医　

…　

柴
田
翔
、
中
西
祐
斗
、
古
岡
慶
子
、
前
谷

知
毅
（
以
上
、
北
野
病
院
）

　

田
中
良
典
、
黒
田
諒
子
、
望
月
嘉
人
、

池
田
慧
、
木
下
広
敬
、
本
城
勇
樹
、
村
上　

賢
（
以
上
、
住
友
病
院
）

　

坂
本
優
樹
、
麻
田
裕
之
、
大
原
隆
暉
、

濱
悠
馬
、
山
内
琢
豊
、
高
田
悠
里
（
以
上
、

大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
）

　

病

院

指

導

医　

…　

宇
高
不
可
思
（
住
友
病
院
）
山
本
浩
司
（
住

友
病
院
）
木
内
俊
一
郎
（
北
野
病
院
）

五
十
嵐
康
貴
（
北
野
病
院
医
師
卒
後
教
育

セ
ン
タ
ー
）
安
井
良
則
（
済
生
会
中
津
病

院
）

　

診
療
所
指
導
医　

…　

大
原
裕
彦
（
大
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
片
岡
晃

哉
（
兵
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
本
出
肇
（
本
出

診
療
所
）
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